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納

税

協

力

方

ひ
本
年
度
町
税
の
納
税
成
棋
は
町
民
各
位
絶

大
な
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
極
め
て
好
成

績
を
枚
め
て
お
り
ま
す
．
厚
く
御
礼
申
上

ま
す
。
尚
一
部
に
は
滞
納
し
て
ゐ
る
納
税

者
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
朝
日
町
役
場
で
は

財
政
課
員
挙
げ
て
督
促
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
再
三
に
豆
り
督
促
し
て
も
納
税
さ
れ

な
い
方
に
対
し
て
は
断
固
差
押
処
分
を
執

行
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
既
に
納
税
さ

れ
た
大
多
数
方
＃
の
心
を
傷
け
る
ば
か
り

で
な
〈
不
公
平
で
然
も
余
分
の
財
政
的
負

担
を
お
か
け
す
る
か
ら
で
す
。

町
民
各
位
に
は
一
層
の
納
税
協
力
方
を
お

闘
い
す
る
次
第
で
す
。

さあ

納
税
協
力
会
成
績
の
主
な
る
も
の
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、、

本
年
に
お
い
て
滞
納
処
分
を
執
行
し
た
も

の
及
び
納
税
協
力
会
の
成
績
の
主
な
る
も

の
を
左
に
記
略
し
て
参
考
に
供
し
ま
す
。

配

一
、
詮
押
処
分
を
執
行
し
た
物
件
数

電
話
加
入
植
四
件
動
産
三
八
五
件

家
陸
一
八
件

宅
地

一
二
件

田

九

件

家

賃

一
件

一
、
右
の
中
引
揚
げ
し
た
物
件
鼠

四
六
件

一
、
右
の
中
公
売
処
分
を
完
了
し
た

物
件
数
動
産
二
七
件

電
話
加
入
料

不
動
産

－
一件

期
限
内
納
付

報
奨
金
交
付
額

二
六
、

一
七

O

三
三
、
四
一
五

二
、
六
三
五

一、

O
四
五

コ
九
二

O

一

一
て

一
九
四

一
回、

二
五
五

一ニ、

O
O七

二
、
八

O
一

一
入
、
四
三
二

五、

一
八

O

六
、
三

一
五

て
七
三
九 八

件

身
体
障
害
者

一
面
止
目
氷
ペ
ヨ

・訂
作
A

イ
ふ
十
三即
E
t
p

こ
ん
ど
県
で
は
富
山
県
身
体
障
害
者
福

祉
相
談
員
設
置
要
綱
を
定
め
ョ
第
二
条
に

『
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
が
す
み
や
か
に

社
会
経
済
活
動
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
身
体
障
害
者
を
指
導
し
ま
た
は

身
体
障
害
者
か
ら
相
談
を
受
け
る
た
め
、

市
町
村
の
区
域
に
富
山
県
身
体
障
害
者
福

祉
相
談
員
を
置
く
』

こ
と
L
な
っ
た
。

尚
ほ
問
第
六
条
に

『
相
談
員
は
そ
の
職

務
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
人
種
信
条
性

別
社
会
的
身
分
叉
は
門
地
に
よ
っ
て
差
別

的
文
は
優
先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な
く

か
っ
、
そ
の
処
置
は
実
情
に
即
し
て
合
理

的
に
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
こ
と
L

な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
こ
の
他
明
年
一
月
か
ら
・
身
体

障
害
者
の
利
便
を
は
か
り
。

国
鉄
割
引
証

の
発
行
を
役
湯
か
ら
寄
託
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
役
場
の
他
相
談
員
か

ら
も
交
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

因
み
に
朝
日
町
に
お
け
る
相
談
員
の
台

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

桜

町

田

中
栄
次
郎

平

椀

水

上

和

伸

温

泉

町

島

田

秀

作
（
民
生
課
〉

…
金

…
来
る
昭
和
三
十
四
年

一
月
一
日

…
換

日

午
前
十
一
時
、
泊
高
等
学
校
講

～
交
）

堂
で
恒
例
に
よ
り
新
年
祝
賀
，名

）
刺

）
刺
交
換
会
が
関
さ
れ
ま
す
参
加

山

名

山
希
望
の
方
は
二
十
四
日
ま
で
に

…
賀

〕
各
支
所
或
は
町
内
会
長
へ
会
費

…
祝
…

百
円
也
前
納
申
込
で
下
さ
い
会

一
年

一
員
に
は
当
日
名
簿
を
盤
上
げ
ま

山
新

一
す
。

『
自
昭
三
十
二
年
九
月
戸

戸
至
昭
三
十
三
一
年
九
月
『
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定
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牧
納
率
M
N

三
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会
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H
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二
五
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九
O

九
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五

元

屋

敷
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八

二
O
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o
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楓
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M
M

三
回
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八
六

O

－
0
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O

E
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第
四
M
M
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三
九
、
三
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九
四
、
七

下
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M
M

五

一
五
、
一
二
五
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九
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、

O
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田

H

七
五
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、
一
九
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九
四
‘
六
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王

F

－
一一
一
ニ
、
九
三

O

九
六
、
一

蛭
谷
第
一

P

二
ハ
三
、
五
六

O

九
四
、
四

笹
川

M
M

一、

二
回
三
、
七
回

O

九
O
、
七

花
房

9

＝
＝
＝
ハ
、
一
六

O

九
一
、
一

柳
田

9

コ一八

O
、
八
七

O

丸
二
、
五

笹
谷
第
一
－

7

一
O
二
、
九
四
O

九
二
、

O

げ
J

己
iM

U
一
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京
ぺ

岡
下
「
k
ι
↑
－
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本
村
町
長
の
公
約
で
あ
る
「
町
民
の
日

常
生
活
に
直
結
し
た
町
政
」
の
一
環
と
し

て
「
町
民
相
談
室
」
が
十
二
月
の
十
日
か

ら
町
長
室
前
に
設
け
ら
れ
た
が
当
局
と
し

て
は
町
民
各
位
の
利
用
を
切
望
し
て
い
る

事
に
よ
っ
て
は
文
書
に
よ
る
相
談
に
も
応

ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

相
談
室
で
は
な
お
町
当
局
に
対
す
る
陳

情
や
建
策
も
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
相
談
窓
設
置
要
綱
に
よ
る
と
事
務
の
内

容
は
①
陳
情
、
建
策
、
相
談
等
の
連
絡
及
び
調

盤
に
関
す
る
こ
と
。

①
町
政
公
聴
会
に
関
す
る
こ
と
。

①
町
政
に
関
す
る
世
論
調
査
に
関
す
る
こ

と。

①
来
訪
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と。

事
務
の
処
周
方
法
と
し
て

川
陳
情
、
建
策
相
談
に
関
す
る
事
項

川別勘
樹
、

障
策
、
相
談
等
の
た
め
の
来

l
p
t
il
l－－
｛〈
l
i
l－
LEEl
s
t｛
i
｝
1
1
l
i
t－

県
立
泊
高
等
学
校
ザ

商
業
科
増
設
期
成
同
盟

担
ぬ
校
は
莱
下
で
も
高
校
と
し
て
は
規

模
が
も
？
と
も
小
さ
く
課
程
も
普
通
科、

家
庭
科
の
み
で
定
数
一
五

O
名
で
あ
る
。

然
る
に
入
学
志
望
者
は
年
＃
に
増
加
し
て

本
年
は

〈
十
二
月
一
日
調
）
既
に
二
百
六

十
六
名
に
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
当
地
減
の
特
殊
性
と
最
近
の
卒

業
生
就
職
の
動
向
に
鍍
み
・
商
業
科
増
設

の
要
望
が
た
か
ま
り
十

一
月
二
日
有
志
に

よ
っ
て
「
宮
山
県
立
泊
高
等
学
校
商
業
科

掲
設
期
成
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。

A
E
E
Z
Z市
繁
太
耶
氏
、

型
車
長
に
氷

見
久
士口氏
を
選
び
、

常
任
実
行
委
員
十
名

を
各

am判
長
五
名
、
学
校
関
係
代
表
者

五
名
を
逝
却
し
、
期
成
同
盟
事
務
所
は
朝

日
町
融
会
事
務
局
に
置
い
て
活
檀
な
運
動

に
は
い
っ
て
い
る
。

室

訪
者
か
ら
そ
の
内
容
を
聴
取
し
、
関

係
課

〈室
局
）
に
連
絡
し
て
課
長
又

は
主
務
者
の
来
室
を
求
め
て
問
題
の

解
決
に
つ
と
め
る
。

制
文
書
に
よ
っ
て
送
達
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
右
に
準
じ
て
措
置
し
速

か
に
回
答
す
る
。

例
問
題
の
処
理
は
総
て
別
葉
の
カ
ー
ド

に
記
載
L
て
、
町
長
の
決
裁
后
相
談

室
に
保
管
す
る
。

同
事
務
処
理
は
別
所
処
理
簿
に
よ
り
整

理
し
て
毎
月
一
回
前
月
の
状
況
を
各

課
（
室
局
〉
へ
配
布
す
る
。

向
町
政
公
聴
会
及
び
世
論
制
査
に
関
す
る

こ
と
。

町
民
の
直
按
の
向
を
・
半
直
に
き
き
、
町

政
の
理
解
を
探
め
る
た
め
に
懇
談
す
る

集
会
を
適
時
開
催
す
る
、
ま
た
必
要
に

応
じ
て
町
政
に
闘
す
る
此
論
調
査
を
行

い
、
町
民
の
意
志
が
充
分
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
つ
と
め
る。

州問
来
訪
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
閲
す
る
こ
と
。

町
長
に
面
会
者
の
受
付
を
行
い
、
来
訪

者
の
接
過
に
あ
る
。

南
保
地
区
に
有
線
放
送

か
ね
て
新
農
村
建
設
事
業
の
一
環
と
し
て

工
事
中
の
南
保
地
区
有
線
放
送
は
十
二
月

二
十
日
完
成
の
運
び
に
な
っ
た
司
と
れ
は

テ
レ
ホ

ン
式
と
い
う
新
型
有
線
放
送
で
本

部
で
あ
る
南
保
農
協
か
ら
二
十
戸
を
一
団

と
す
る
三
十
回
線
が
出
さ
れ
、
各
戸
は
従

来
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
な
く
電
話
式
受
話
慢

が
備
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て

0
0
0

0
加
入
者
か
ら
本
部
へ
の
通
話
加
入
者
聞

の
通
話
が
本
部
交
換
台
を
通
じ
自
由
に
出

来
る
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
総
工
費
五
八

O
万
円
南
保
農
協
が
主
体
と
な
り
県
版
購

連
の
工
事
で
テ
レ
ホ

シ
式
は
全
国
で
こ
L

が
百
番
目
そ
の
機
会
に
目
立
テ
レ
ピ
が
お

く
ら
れ
る
と
レ
う
福
音
も
あ
る
。
朝
日
町

と
し
て
は
犬
家
庄
地
区
に
つ
ぐ
施
設
で
農

村
文
化
の
向
上
と
高
度
な
農
業
経
営
に
大

き
な
役
割
を
果
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。



(2) 

・
事
萩
M
守
M
守
』
軍
事
者
U
事
H
吋
札
吋
叫
吋
叫
吋
M
吋
礼
町
吟
玲

教

育

懇

談

会

H
H
M材
札
何
吟
玲
玲
代

H
P恢
恢
教
』
恨
』
軍
事
」
恨
』
ホ

朝
日
町
学
校
教
育
研
究
会
P
T
A
部
会

は
十
一
月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
泊
中

学
校
T
新
教
育
に
関
す
る
融
談
会
を
開
レ

た
J

朝
日
町
各
校
下
か
ら
会
す
る
父
母
教

師
約
三
百
名
開
会
長
の
閉
会
の
按
拶
川
上

教
育
長
の
奨
励
の
言
葉
が
あ
り
山
手
勝
癒

先
生
に
よ
っ
て
世
論
調
査
の
集
計
が
発
表

さ
れ
た
。
と
れ
は
新
教
育
の
動
柴
に
つ
レ

て
朝
日
町
各
校
下
の
父
母
、
を
対
象
に
昭
和

三
十
年
之
本
年
七
月
に
調
査
し
た
も
の
を

比
般
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
高

田
さ
ん
長
剣
文
夫
さ
ん
本
間
需
雌
さ
ん
出

怖
の
ぶ
代
さ
ん
か
ら
意
見
発
訟
が
行
わ
れ

消
・
氷
耕
作
さ
ん
大
菅
舵
治
先
生
の
テ
キ
バ

キ
と
し
た
司
会
で
活
綾
な
論
議
が
交
さ
れ

た
。
特
に
道
徳
教
育
勤
務
評
定
に
つ
い
て

は
父
母
教
師
京
方
か
ら
思
慌
の
な
い
話
合

レ
が
も
た
れ
お
互
に
心
の
中
に
も
っ
て
い

た
そ
ヤ
モ
ヤ
L
た
も
の
が
か
な
り
解
消
し

文
母
教
師
の
理
解
に
た
つ
結
び
つ
き
に
一

歩
の
前
進
を
見
た
e

最
後
に
児
時
親
連
絡

協
議
会
長
大
窪
マ
ス
ミ
女
史
の
講
演
が
あ

っ
て
五
時
散
会
し
た
。

世
論
説
査
集
計
の

一
端

数
字
は
順
位
括
弧
内
は
昭
和
三
十

年
の
順
位

て
現
在
の
こ
ど
も
に
つ
い
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
は

思
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
い
う
一
（
一
〉

先

生

と

親

し

む

二

三
ハ）

明

朗

活

慢

で

あ

る

さ

一

三

一

）

進

ん

で

勉

強

す

る

四

（

五

）

二
、
現
在
の
こ
ど
も
に
つ
レ
て
は
よ
く
な

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は

理
屈
が
多
く
口
答
え
す
る
一
（
二
〉

マ
ン
ガ
映
画
に
熱
中
す
る

一
一
（
六
〉

言
葉
づ
か
い
が
わ
る
い
三
宝
一
）

根

気

が

た

り

な

い

四

〈

七

〉

コ
寸
こ
ど
も
の
指
導
に
つ
い
て
先
生
に
嬰

求
や
不
満
は
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わ

か

る

ま

で

指

噂

せ

よ

－

2
0

道
徳
教
育
に
力
を
い
れ
よ
二
（
五
〉

個
性
を
仲
ば
し
て
ほ
し
い
三
つ

一〉

差
別
待
遇
を
し
な
い
よ
う
に
四
（
四
）

四
、
先
生
と
の
話
合
い
に
つ
い
て
要
望
さ

れ
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
う
ち
あ
け
て

一
（一）

話
を
し
や
す
い
よ
う
に
一
一
三
ご

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
ほ
し
い
三
ハ
一
ニ
〉

五
、
昔
の
先
生
と
比
べ
現
在
の
先
生
の
や

り
方
考
え
方
は

こ
ど
も
中
心
の
教
育
は
よ
い
一
ハ
七
）

童
心
に
な
っ
て

ニ

（四）

こ
ど
も
の
面
倒
を
み
る

組
合
運
動
は
父
兄
こ
い
と
も
に
三
（
六
）

刺
斡
を
あ
た
え
ぬ
よ
う
に

六
、
現
政
の
教
育
に
つ
い
て
、
も
っ
と
力

を
い
れ
て
ほ
し
い
k
思
わ
れ
る
こ
と
は

基

礎

学

力

を

仲

ば

せ

一

（

ニ

）

道

徳

教

育

を

望

む

ニ

（

一

〉

出
来
な
い
こ
ど
も
を
仲
ば
せ
三
（
七
）

永
い
関
わ
が
国
の
計

量
法
と
し
て
国
民
に
使

用
さ
れ
て
い
た
尺
民
法

も
明
年
一
月
－
日
か
ら

廃
止
さ
れ
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
使

い
な
れ
た
尺
貰
法
か
ら

メ
ー
ト
ル
法
に
き
り
か

へ
る
と
と
は
特
に
年
ば

レ
の
人
に
と
っ
て
最
初

は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
つ
と

め
て
新
し
い
メ
ー
ト
ル

法
に
馴
れ
る
こ
と
が
必

トル法実施 1月1日から
貫 法尺らなう

メー

きょ
F司・..－司・.....門唱‘

要
で
あ
り
ま
す
。

朝
日
町
に
お
い
て
も
十

二
月
一
日
に
「
朝
日
町

メ
ー
ト
ル
法
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
て
そ
の

円
滑
な
使
用
に
協
力
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

然
し
特
定
の
場
合
に

は
例
外
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
わ
れ

わ
れ
の
日
常
生
活
に
関

係
の
深
い
尺
索
法
関
係

で
は
左
記
の
も
の
が
猶

予
期
間
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
（
カ
ツ
コ
内
は
猶
予
期

間
〉
土
地
建
物
（
七
年
三
ヶ

月〉輸出
貨
物
（
五
年
〉

農
業
尚
菜
関
係
の
統
計

の
申
告
（
三
年
三
ヶ
月

）
 円
余
計
調
査
お
よ
び
国
民

栄
饗
制
査
の
申
告
〈
二
年
〉

酎
総
物
健
闘
戸
用
木
材
、
－
舵
材
、
畳
表
、
建

具
な
ど
ハ
二
年
）

農
業
災
害
補
償
法
に
も
と
づ
く
も
の
〈
一

年
Z

一ヶ
月
」

三
十
三
年
度
以
前
の
税
に
関
す
る
も
の
（

五
ヶ
月
）

こ
れ
ら
の
計
量
に
用
い
る
た
め
の
計
量
器

戸
四
十
年
度
末
ま
で
に
通
産
省
令
で
定
め

る
日
ま
で
）

ヤ
ー
ド
（マール
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第

一

回

朝

町

年

祭

一

朝
日
町
迎
合
背
年
間
で
は
問
活
動
の
向
一
議
会
犠
場
で
開
倒
さ
れ
各
自
管
年
間
活
動
一

上
を
期
し
て
毎
年
青
年
探
を
催
す
こ
と
に
一
の
尊
い
体
験
の
発
表
は
聴
索
団
員
に
深
い
一

F

－
っ
た
が
第
一
聞
の
青
年
祭
を
、
朝
日
町
一
感
銘
を
与
え
た
・

一

そ
れ
は
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
る
吹
雪

教
育
委
員
会
、
北
日
本
新
聞
社
、
中
部
日

一審
査
員
は
川
上
教
育
長
、
大
菅
泊
公
民
館
一
の
或
る
日
、
所
在
な
げ
に
コ
タ
ツ
で
寝
そ

本
新
聞
社
の
後
援
の
も
と
に
十
一
月
二
十

一長
、
内
村
県
青
年
団
協
議
会
副
会
長
、
金
一
べ
っ
て
い
た
K
さ
ん
は
「
そ
う
だ
）
一
も

三
日
小
川
中
学
校
に
お
い
て
パ
レ
l
、
バ

一沢
下
新
川
郡
連
合
背
年
団
長
、
西
告
別
制

一
う
け
し
て
く
る
か
」
と
、
奥
さ
ん
が
虎
の

ス
ケ

γ
ト
ボ
l
ル
大
会
、
十
二
月
＋
四
日

一
日
町
辿
合
宵
年
聞
長
で
あ
っ
た
。

一
子
に
と
っ
て
置
い
た
、
お
金
一
万
円
を
気

朝
日
町
融
会
鶴
場
に
お
い
て
休
験
発
表
会

一発
表
者

一軽
る
に
取
り
出
し
、
角
の
麻
組
問
屋
に
入
り

が
開
会
さ
れ
た
。

－竹
内
明
夫
（
笹
川）

一
こ
ん
だ
。

バ
レ
1
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
の
成
較
は

一

挫
設
工
事
場
に
働
い
て

一

も
う
／
＼
た
る
タ
パ
コ
鯉
に
、
吐
気
が

バ
レ
1
優
勝

男
子
大
家
庄
チ
1
ム
一慈
沢
昭
子
（
山
崎
）

一
し
た
は
ず
の
K
さ
ん
が
、

一
時
間
後
に
は

女
子
大
家
庄
チ
l
ム
一

コ
ー
ラ
ス
部
に
入
っ
て

一風
走
し
っ
た
限
付
き
で
牌
を
に
ら
ん
で
い

次

勝

男

子

山

崎
チ
l
ム

一藤
田

満

喜

子

（

笹

川

）

一

る

。

女
子
山
崎
チ
l
ム

一

背
年
団
活
動
十
二
年
を
顧
み
て

一

そ
の
う
ち
に
「
ほ
1
」
と
細
〈
弱
A

し

バ

ス

ケ

ッ

ト

出

井

秀

ニ

ハ

大

家

庄

〉

一
い
澗
息
を
つ
く
と
、
途
端
に
涙
が
に
じ
ん

優

勝

男

子

五

箇

圧

チ

1
ム
一

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
て

一
で
き
た
。

女
子
大
家
庄
チ
！
ム

一
士
口
江
貞
夫
（
五
筒
庄
〉

一

一

一

奥
さ
ん
が
E
月
の
子
供
の
為
に
内
臓
の

次

勝

男

子

間

保

チ
！
ム

一

背
年
間
情
動
一
ヶ
年

一

一

・

一夜
祭
ま
で
続
け
て
た
め
た

一
万
円
は
、
す

女
子
間
保
テ
l
ム

一
湯
上
谷
美
恵
子
（
南
保
〉

一

－

一

っ
か
り
煙
の
よ
う
に
消
え
て
い
た
。
」

体

版

発

表

会

一

一

ヶ

年

を

顧

み

て

一

十
四
日
午
前
十
時
よ
り
十
二
時
半
ま
で
町
一
清
水
百
合
子
ハ
大
家
庄
）

一

こ
の
よ
う
な
例
は
毎
年
正
月
か
ら
二
月

－

脊

年
団
活
動
に
参
加
し
て

一
に
か
け
て
く
り
返
え
さ
れ
て
〉
ま
す
。

一昨
年
も
一
月
と
二
月
で
、
H

ば
く
ち
M
M

の

折
谷
隆
夫
ハ
笹
川
）

一罪
で
笹
富
市
の
世
話
に
な
っ
た
人
は
、
四
件

機
関
紙
を
発
刊
す
る
ま
で

一
二
三
名
に
も
及
び
ま
し
た
。

中
島
高
架
（
山
崎
）

一

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
梧
く
限
ら

点
以
冷
紘
一
は
何
故
で
き
一
れ
た
一

部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

丈
カ
ペ
丈
ヵ

一
雪
に
と
ざ
さ
れ
た
冬
ご
も
り
の
生
活
、

結
査
の
市
果
左
の
三
世
相
が
入

↑
と
り
わ
け
新
、
旧
正
月
を
祝
う
風
習
も
あ

宝
t
t

一
っ
て
、
浮
か
れ
気
分
も
手
伝
い
、
露
わ
れ

最
優
秀
賞
士
口
江
貞
夫
一
る
ま
L
遊
び
に

一
べ
ん
や
っ
て
見
ょ
う
と

優

秀

賞

湯

上

釜

歪
拍
子

一
心
に
言
い
訳
し
な
が
ら
、
軽
い
気
持
で
花

次

賞

蕗

沢

ー

昭

子

一
カ
ル
タ
や
ま
あ
じ
や
ん
で
、
グ
ば
く
ち
グ

賀
状
並
び
に
北
日
本
新
聞
社
、

一
を
す
る
。
そ
れ
に
欲
が
か
ら
ん
で
い
つ
の

中
部
臼
本
新
聞
社
の
賞
状
、
ム
メ
一
聞
に
か
病
み
つ
き
と
な
り
、
そ
の
手
始
め

タ
パ
、
タ
オ
ル
は
藤
田
朝
日
町
一
こ
家
庭
か
ら
品
物
を
持
出
し
て
は
金
の
工

連
合
青
年
団
長
か
ら
わ
た
さ
れ

一
i
一面
に
頭
を
な
や
ま
ず
。
勝
て
ば
勝
っ
た
で

た

。

一

一有
頂
天
に
な
っ
て
大
散
財
を
や
り
、
負
け

な
お
十
四
日
挙
行
の
予
慢
で
一
れ
ば
負
け
た
で
く
や
し
さ
か
ら
金
を
つ
ぎ

あ
っ
た
「
背
年
議
会
」
は
割
合

一込
み
、
は
て
は
白
血
帯
自
緊
に
な
っ
て
、
っ

J
A
パ
ー
り
明
年
一
月
末
に
延
期
に
一
い
に
は
思
い
も
か
け
な
い
、
人
の
も
の
に

古

ペ

丈

一

手

を

出

す

よ

う

に

な

る

。

日

昭和33年12用20日発行ひさあ第 40号（路認定説~）'(3) 

主邑．
円

は
身
を
〈
ず
し

家
庭
ヤ
－
」
れ
す

μ

ば
く
ち
μ

こ
の
よ
t
J
に
、
グ
ば
く
ち
u
H

は
娯
楽
程

度
で
と
ど
ま
る
も
の
で
な
〈
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
身
体
を
な
ま
け
さ
せ
、
働
〈

元
気
を
失
し
な
い
。
身
を
あ
や
ま
る
ま
で

に
人
を
探
聞
に
追
い
や
る
も
の
で
す
。

県
下
で
も
所
に
よ
っ
て
丸
、
の
遊
び
か
と

い
え
ば
、
uH

ば
く
ち
M
M

．
た
け
に
走
り
、
女

も
老
人
も
交
っ
て
、

M
M

と
ぜ
く
u
q

に
ふ
け

る
態
い
習
慣
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
グ
ば
く
ち
グ
で
飯
を
食
う
常

習
者
も
お
れ
ば
、
金
つ
る
の
よ
い
客
の
抱

き
込
み
に
つ
き
ま
と
う
者
も
あ
っ
て
、
い

つ
も
目
を
光
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

一
時
の
心
の
迷
い
か
ら
彼
ら
の
え
じ
き

に
な
ら
ぬ
よ
う
心
の
引
き
締
め
こ
そ
肝
心

で
す
。
身
を
く
ず
し
、
家
庭
を
こ
わ
す
、

ρ
ば
く
ち

r
し
か
も
今
が
欝
い
の
手
が
伸

び
て
い
る
時
機
で
も
あ
る
の
で
、
家
庭
の

中
に、

hv
ば
く
ち
M
H

を
持
込
ま
な
い
よ
う

一
家
そ
ろ
っ
て
明
る
く
楽
し
い
娯
楽
を
し

ま
し
ょ
う
。

態
習
追
放
に
は
お
五
一
人
一
人
の
努
力

と
自
覚
が
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

も
ま
し
て
防
犯
組
合
、
青
年
回
、
婦
人
会

な
ど
地
域
団
体
が
生
活
改
善
の
一
つ
と
し

て
、
こ
の
間
題
と
真
剣
に
取
組
み
、
わ
が

町
か
ら
、
M
M

ば
く
ち
グ
歩
締
出
し
楽
し
い

正
月
を
す
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

泊

優

勝

区朝
日
町
地
区
対
抗
野
球

朝
臼
町
体
育
協
会
主
催
の
第
四
国
朝
日

町
地
区
対
抗
一
般
軟
式
野
球
大
会
決
勝
戦

は
f
－
月
二
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
、
小

丸
山
グ
ラ
シ
ド
で
雨
に
も
め
げ
ず
決
行
さ

れ
泊
一
区
が
優
勝
し
た
。

埋

れ

た

る

貸

源

の
成

発

開

る

長
ら
く
懸
案
と
な
っ
て
い
た
境
川
発
電

事
業
も
前
金
森
町
長
の
土
台
を
蓋
礎
と
し

て
現
町
長
の
積
極
的
な
努
力
と
北
電
側
の

熱
意
、
地
元
住
民
の
郎
僻
の
三
者
相
融
合

し
て
十
月
二
十
七
日
朝
日
町
役
渇
に
お
い

て
工
事
実
施
の
協
定
調
印
が
出
来
た
。
朝

日
町
民
の
一
員
と
し
、
地
元
の
一
人
と
し

て
大
変
よ
ろ
こ
び
に
堪
へ
な
い
。

境
川
発
電
事
業
計
画
は
明
治
十
三
年
に

役
初
の
計
画
が
あ
っ
た
が
突
現
を
見
ず
、

昭
和
八
年
第
二
回
目
の
計
画
も
不
幸
に
し

て
効
を
得
ず
第
コ
一
回
目
の
計
画
が
昭
和
三

十
一
年
暮
よ
り
部
落
民
の
総
意
に
よ
り
会

社
と
の
交
渉
が
叫
は
れ
今
回
の
糸
口
が
見

え
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
こ
の
間
関

係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
は
一
般
町
民

の
相
像
も
及
ば
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を

御
了
承
顕
い
度
い
。

工
事
は
十
二
月
早
々
か
ら
進
め
ら
れ
て

居
り
年
度
内
に
工
事
用
送
電
配
置
並
に
道

路
工
事
完
成
を
目
標
に
ど
ん
／
＼
実
施
さ

れ
つ
L
あ
り
ま
す
。

工
事
の
完
成
は
明
三
十
四
年
度
内
遅
く

と
も
三
十
五
年
早
々
全
工
事
が
完
了
す
る

そ
う
で
す
。
完
成
の
暁
は
朝
日
町
の
観
光

財
政
の
一
助
と
し
て
町
民
共
A

に
よ
ろ
と

ぶ
べ
き
で
せ
う
。

因
に
発
電
量
は
第
一
発
電
所
及
第
二
発

電
所
の
各
々
五
、

一
0
0キ
ロ
ワ

γ
ト、

常
時
各
七
五

0
0キ
ロ
ワ

γ
ト
、
と
雄
も

推
測
す
る
と
こ
ろ
常
時
二
、

0
0
0キ
ロ

ワ

γ
ト
位
と
思
は
れ
る
。

総
工
事
費
約
十
二
億
円
と
聞
い
て
い
る
。

（
境
支
所
〉9 



(4) 

今
年
も
削
定
の
月
と
な
り
ま
し
て
積
雪

も
聞
も
な
い
取
と
存
じ
ま
す
・
み
ぞ
れ
降

る
窓
の
中
て
静
か
に
コ
タ
ツ
で
み
め
た
り
な

が
ら
今
年
の
稲
作
り
、
部
菜
作
り
の
結
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
考
へ
て
み
た
い
。

来
年
こ
そ
は
d
・と
反
省
か
ら
計
画
へ
頭

脳
的
生
産
技
術
の
錬
磨
に
、
そ
し
て
、
来

年
は
良
い
年
で
あ
る
よ
4
に
話
あ
安
う
で

は
な
い
か
。

英
作
物
の
溜
笛
防
止

土
殺
が
過
混
状
般
を
つ
づ
け
る
と
肉
料
乞

受
け
る
変
の
楽
先
が
前
色
に
な
り
社
弱
な

生
育
を
す
る
。

一
般
に
小
変
は
抵
抗
力
が

強
〈
、
視
変
の
弱
い
対
策
と
し
て
耐
澱
性

口

m
聞
を
選
び
排
水
に
努
め
椴
諜
が
土
中
に

入
る
よ
う
に
す
る
。
元
肥
は
決
め
に
こ
し

追
肥
し
て
眠
を
限
ら
せ
る
こ
と
で
、
と
に

か
く
裏
作
物
全
体
に
言
へ
る
こ
と
は
排
水

状
態
を
も
号

一
全
わ
り
し
て
越
冬
へ
の
円
以

O
皮

t
四
度
位
の
低
い
温
度
で
し
か
も
あ

一
を
食
い
荒
す
時
と
、
根
雪
前
に
越
冬
期
間

ま
り
乾
か
な
い
条
件
で
貯
え
た
方
が
い
つ

一
の
た
め
食
物
を
栄
へ
迎
ぶ
習
性
が
あ
る
の

ま
で
も
新
鮮
味
が
あ
り
、
ス
入
り
も
お
そ

一
で
こ
の
三
回
の
時
期
に
フ
ラ
ト
l
ル
、
ラ

〈
味
も
失
わ
れ
な
い
、

土
つ
き
の
ま
ま
で
一
キ
ソ
ン
、
ラ
テ
ご
ン
団
子
・
を
住
宅
周
辺
に

庭
先
の
排
水
の
良
い
場
所
に
伏
せ
て
砂
を
一
連
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勤
架

か
け
て
お
く
と
最
も
良
レ
。
又
、
屋
内
の
一
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

土
問
に
ワ
ラ
を
厚
く
し
き
、
き
れ
レ
に
洗
一
農
業
経
蛍
計
闘
を
ど
う
考
へ
る
か
作
物

っ
た
も
の
を
山
積
み
に
し
、
こ
も
や
わ
ら
一
栽
矯
技
術
研
究
の
た
め
に

一
度
は
農
業
セ

ぶ
た
を
し
て

O
度
以
下
に
な
ら
ぬ
よ
う
に

一ン
9

1
へ
お
い
で
下
さ
い
。

す
れ
ば
良
レ。

一

応
先
で
貯
誠
の
均
合
は
雨
水
の
入
ら
ぬ

川

大

淀

・

宇

宙

昏

丈

よ
う
に
す
れ
ば
良
い、

被
土
は
究
寸
以
上
－

4
t
持

＋

可

h
H
h

一三

な
レ
と
凍
告
を
世
け
る
よ
う
で
あ
る
。

一

鮎
併
シ
ー
ズ
ン
に
そ
な
へ
市
保
枝
下
背

引
品
川
ふ
い
の
保
田
に
良
く
注
意
す
る

一年
間
婦
人
会
会
民
館
は

「
見
栄
を
は
ら
ず

一間
務
な
が
ら
も
真
実
の
こ
も
っ
た
結
婚
式

冬
は
任
阪
慌
が
多
い
の
で
花
泣
し
な
い

一

と
よ
く
流
旅
す
る
か
ら
特
わ
ら
を
附
し
て

一
」
を
め
ざ
し
十
一
月
下
旬
財
保
小
川
子
校
側

一立
で
川
内
保
結
段
式
を
お
こ
な
っ
た
。

保
院
に
努
め
、
こ
ろ
ん
だ
り
、

打
っ
た
り

一－

せ
ね
械
部
舎
の
床
を
組
閣
に
し
、
冷
水
を
土
井
和
十
三
一
お
大
森

一
子
さ
ん
新
郎
新

与
へ
ぬ
よ
う
に
し
分
娩
予
定
日
の
近
い
も

一婦
に
林
市
保
小
学
校
長
の
司
会
で
挙
式
、

1
i肱
町
）
／
の
は
前
も
っ
て
十
分
単

一

回
聞
製
闘
出
川｜
制
側
副
圃
掘

調

V
企
町
一
町
山
静
J

備
を
し
で
お
く
。

一

騎

髄

錨

1
4aH
蜘

f
均

－

l
M＼
市
舎
は
す
き
ま
風
の
一

躍

欝

ド

旬

、

一一

後
仕
上
げ
を
な
す
と
共
に
被
化
の
発
生
し

－
は
い
ら
ぬ
よ
う
に
口
説
り
を
し
、
緩

か

く

一

揖

甑

霞

臨

炉

晦

3

7』

て
い
る
表
に
は
根
雪
前
に
硫
安
反
当
り
一
一

一
す
る
と
共
に
設
内
の
乾
燥
や
採
光
を
は
か

一

白
調
輔
副
園
園
F
掴
盟
問

J
U
－－

貫
位
遺
児
す
る
こ
と
で
す
。
一
る
、
ま
た
、
蓄
を
者
舎
内
に
閉
じ
こ
め

7
鶴
騨
髄
閣
圏
謬
．
1
誠

一

温
床
の
肥
土
作
り

一
山

口

刊

誌

は

持

続

型

機

関

時

一

－

誌

の

脅
か
生
へ
た
ら
す
ぐ
土
ー中
の
按
分
を
既

一
せ
る
織
に
す
る
υ

明
年
三
月
一
M
当
て
の
肉
二

国
咽
畠
睡
園
開

L
JV
臓
障

へ
る
よ
よ
作
内
に
来
年
の
ス
イ
カ
、
ト

一
牛
の
知
期
肥

5
3か
ら
始
め
る
、
前

一
一；
闘

い

同

州

出

蹄

欝

盤

マ
ト
、
ナ
ス
、
の
肥
土
を
作
っ
て
お
け
ば

一
舎
は
窓
や
一戸
口
に
ム
シ

ロ
を
お
お
っ
て
耕

一
一

圃
圃
圃

S
E叩

鼠
麟
翻
幽

川崎

初
制
の
生
背
が
非
常
に
よ
く
な
る
。
肥
土

一階
く
し
、
政
わ
ら
を
充
分
入
れ
、
裂

に

一

r
t
L凶

一
凶
噌

必

開

調
合
法
の
一
例
主

す

と

、
国
土
四
姶
貰

一
か
っ
語

良

く

し
、
た
へ
ず
挺
の
状
般
に

由

国

園

田

尚

一

内五

働

翼

手

言

、

議

粉

、

段

、

委

十

山

一
注
意
し
な
が
ら

2
3
2
4励
は

－

園

暫

湖

一

織

込

書

、

一
口
、
夜

、
三
院
を
よ
く
混
ぜ
一
一
臼
に
一ニ
芸

能

い

ひ
き
運
動
を

s－
圃
圃
圃
h
M

＼ザ
甑

人
尿
を
ま
い
て
適
度
の
潟
り
を
保
た
せ
、
一
る
が
、

肥
育
が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
少
｝

E
E
－－
Ba
di
t

山
形
に
慎
み、

む
し
ろ
な
ど
を
敏
せ
て
く
一
な
く
し
、
毎
日
に

一
回
は
必
ず
牛
体
の
宇

一
一一
五
九
位
刀
ら
会
盟
百
円
持
寄
り
の
扱
露

さ
ら
せ
冬
の
聞
に
三
国
ほ
ど
切
り
返
し
人
一
入

れ

し

て

や

る

。

事

ま

で

怯

下

公
民
館
長
谷
山
本
文
氏
ら
も
両

尿
を
加
へ
る
。

土
は
新
し
い
土
で
肥
料
は

一

級
仲
人
で

一
役
を
か
い
多
数
の
多
問
者
を

vn
、
P
、
K
、
の
成
合
で
四
百
匁
J
五
百

一

野
ネ
，
ス
ミ
の
駆
除

一的
に
て
れ
な
が
ら
め
で
た
く
式
を
終
え
た

匁
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一

野
ネ
ズ
ミ
の
習
性
か
ら
考
へ
る
と
、
邸

一

こ
れ
は
今
ま
で
ま
ち
／
＼
の
方
法
で
行

除
の
適
期
は
年
に
三
回
あ
る
。
容
先
醤
ど

一わ
れ
て
い
る
校
下
の
結
婚
式
を
な
る
べ
く

け
直
后
食
物
が
乏
し
い
時
と
、
田
植
后
水

一
冗
世
を
は
ぶ
い
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
し

田
に
な
る
の
で
野
一不
ズ
ミ
が
大
豆
、
小
豆

一
た
い
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
校
下
一
般
の
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根
菜
、

大
根
、

梨
楽
類
の
貯
蔵

カ
プ
、
プ
ぷ
ウ
は
と
も
に
撰
氏

仏
前
結
婚
の
方
式
な
が
ら
も
簡
素
化
さ
れ

た
挙
式
は
診
観
者
に
大
好
評
だ
っ
た
。

病
害
虫
防
除
器
具
の

購
入
助
成
に
つ
い
て

昭
和
三
十
三
年
産
米
の
作
柄
は
春
以
来

農
民
各
位
の
絶
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
技
術
の
改

善
に
よ
り
予
期
以
上
の
成
績
を
見
、
十
一

月
末
現
在
に
於
け
る
供
米
数
量
も
三
五
、

ニ
O
C右
の
成
以
を
瞥
げ
て
厨
り
ま
す
こ

と
は
践
に
陸
び
に
た
え
ぬ
所
で
右
り
ま
す

然
し
な
が
ら
此
の
際
に
は
約
て

一一
一O

O
万
円
の
良
薬
賀
と
凶

O
O万
円
の
防
除

器
具
購
入
買
を
投
入
し
て
陪
ら
る
取
を
想

う
時
、
良
民
各
位
の
皆川県
d

時
十
仲
祭
す
る
に

余
り
有
り
ま
す
。

つ
い
て
は
朝
日
町
と
致
し
ま
し
で
も
此

の
莫
大
な
投
資
費
用
に
対
し
幾
分
な
り
と

も
良
家
負
担
を
軽
減
し
段
家
経
済
の
安
定

一
を
凶
る
べ
く
そ
の
一

郎
と
し
て
本
年
度
に

－
附
入
の
背
負
担
撒
粉
器
納
入
助
成
に
関
し

て
先
般
来
町
議
会
と
も
相
談
の
結
果
此
の

度
議
決
を
伺
ま
し
た
の
で
近
々
中
に

一
台

当
り

一、

0
0
0円
の
割
に
て
三
三
一
台

分
三
三
万
一

、
0
0
0門
閥
入
者
に
交
付

の
予
定
で
宥
り
ま
す
。

朝
日
町
第
二
地
域

農
山
漁
村
振
興
計
画
地
域

と
し
て
指
定
さ
れ
る

朝
日
町
小
川
以
西

（大
家
庄
、
山
崎
、

野
中
〉
各
地
区
が
刺
日
町
錦
二
世
緋
漁
業

地
域
と
し
て
段
林
省
よ
り
指
定
を
受
け
十

二
月
二
日
航
興
協
議
会
設
立
発
起
人
会
を

開
催
し
委
員
を
選
考
し
て
新
し
い
付
づ
く

り
の
摂
興
五
ヶ
年
計
倒
樹
立
に
つ
い
て
の

設
業
准
進
を
図
る
。

現
在
第
一
地
成
政
山
泊
村
綴
典
明
業
と

し
て
境
地
区
舵
巻
上
施
設
、
宮
崎
地
区
水

産
加
工
施
設
、
間
保
地
区
民
事
放
送
施
設

と
第

一
全
地
域
の
土
地
調
査
施
設
を
実
施

国
庫
補
助
金

一
、
七
三

O
、
0
0
0門
が

交
付
さ
れ
る
。

9 

新

刊

案

内
朝
日
町
立
図
書
館

台
所
・

建
築
写
真
文
庫

海

底

図

説

佐

々

木

忠

義

花

の

れ

ん

山

崎

豊

子

銀

座

の

沙

漠

柴

田

錬

三

郎

老
人
と
海

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

突

録

朝

日

新

聞

細

川

隆

元

白
山
と

そ

の

周

辺

朋

文
堂

姉

大

仏

次

郎

臥
と
愛
の
さ
さ
や
き
田
宮
虎
彦

鋭

源

氏

鶏

太

色

彩

と

生

活

星

野

昌

一
縄

南

出

越

冬

記

西

姻

栄

三

郎

別

れ

の

略

取

石

坂

洋

次

郎

楽
焼
の
作
り
方
味
わ
い
方
内
島
北
朗

徳

川

家

康

四

山

岡

壮

八

奨
し
い
暮
し
の
手
帖
柑
大
楠
説
子
絹

電
気
工
学
の
す
が
た
石
川
雅
也

剥
製
の
手
ほ
ど

き

片

岡

新

助

主

婦

大

村

章

子

他

か
ん
こ
ろ
め
し

町
田
ト
シ
コ

き

も

の

読

本

字

野

千

代

休
の
中
を
風
が
吹
く
佐
多
稲
子

満

月

井

上

靖

時
事
年
鑑

出
年
度
時
事
通
信
社

宮
山
県
の
毘
史
と
文
化
富
山
県
史
編

暮
し
の
法
律
知
識
大
阪
谷
公
雄

こ
う
生
き
る
の
が
真
実
げ
た
武
者
小
路
実
潤

う

ど

ん

や

剣

法

山

手

掛

－

郎

は
だ
か
の
大
将
式
鳩
隆
三
郎
編

氾

溜

伊

藤

整

喧

嘩

太

郎

源

氏

鶏

太

旅
と
烏

mm回
長
礼

娘

の

中

の

娘

源

氏

鶏

太

新
型
軽
自
動
車
の
辿
転
免
許
黒
瀬
豊
彦

旅

人

協

川

秀

樹

赤
ち
ゃ
ん
の
上
手
な
脊
て
方
宮
崎

叶

染
め
ら
れ
た
感
情
丹
羽
文
雄

若
い
川
の
流
れ

石
坂
洋
次
郎

雨
は
降
り
つ
づ
い
て
い
る
椎
名
麟
三

野

ば

ら

フ

ラ

ン

ケ

ン

－

a，a
d－
 


